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かぐや (SELENE)搭載LRS/WFC観測装置によるプラズマ波動観測初期報告

Initial Report on Plasma Wave Observation using Waveform Capture (WFC) onboard
KAGUYA(SELENE)
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低周波自然波動観測器WFC(Wave Form Capture)[1]は,月周回衛星かぐや主衛星に搭載された月レーダーサウンダー装
置（LRS）[2]のサブシステムとして, 1本 15m長の 2対の直交アンテナを用いて, 1MHz以下の月周辺自然波動観測を担
当する. WFCは,かぐや主衛星が月上空 100kmの極軌道を周回することを利用し,月のウェイク領域や月の磁気 anomaly
に起因するミニ磁気圏など,月固有環境における自然波動の観測,ならびに AKR や Type IIIバーストなど,地球・太陽な
どを起源とする到来電波の詳細観測を目的としている.

WFCは, 100Hzから 100kHzをカバーする波形観測（WFC-L）と, 1kHzから 1MHzを高速周波数掃引するスペクトル観
測（WFC-H）から構成される.アンテナで受信した信号は,オンボードに搭載されたデジタル信号処理プロセッサ（DSP）
で動作するソフトウェアで信号処理が行なわれる.またWFC-Hが高時間・周波数分解能のスペクトル観測を実現するた
めにプログラマブルダウンコンバータ（PDC）と呼ばれるチップを利用している. WFCが地上伝送できるテレメトリ容
量は LRSの他のサブシステムとの観測割り当てに応じて 4/80/160kbpsの 3種類が用意されているが, WFCボード上の
DSPではソフトウェア的に様々な観測モードを切替え,限られたテレメトリ容量で最大限の科学的情報を地上伝送するた
めのデータ削減機能が実装されている.

2007年 10月末のアンテナ伸展後,初期チェックアウトフェーズにおいて,各種観測モードの動作確認と他機器からの干
渉ノイズレベルの評価を実施した.その結果, WFCは所期の性能を発揮していることが確認され,現在,定常運用を継続中
である.
講演では, WFCシステムの概要説明と共に,現在までに取得されたデータの初期報告を行う.
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